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【研究プロジェクト名および概要】 

I. 臨床研究 

A) 生殖内分泌学 

① 遅発思春期女性に対する低用量エストロゲン補充療法の効果に関する研究 

② 体外受精・胚移植の成功率向上目的の臨床的研究 

③ 生殖医療・がん診療連携センター開設後のがん・生殖医療の検討 

④ 子宮内膜症の組織発生に関する形態学的解析 

⑤ 原発性卵巣不全患者における減数分裂関連転写因子異常の探索 

B) 産科・周産期医学 

① 妊娠初期の高血圧症が妊娠経過に及ぼす影響についての検討 

② 環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査」（エコチル調査） 

③ 妊婦における歯周病評価基準の策定 

④ 妊娠初期に出生前遺伝学的検査を希望する高年妊婦における遺伝学的超音波検査の有用性

についての検討 

C) 婦人科腫瘍病態学 

① 子宮頸癌 

1. 子宮頸部胃型粘液性癌に関する臨床病理学的検討 

2. 子宮頸癌 I B2 期-IIB 期の子宮頸部通常型腺癌における術前化学療法の有効性について

の後方視的検討（JGOG1072 試験） 

3. 子宮頸癌術後再発高リスクに対する強度変調放射線治療（IMRT）を用いた術後同時化学

放射線療法の多施設共同非ランダム化検証的試験（JCOG1402 試験） 

4. 妊孕性温存を目的とした子宮頸部円錐切除術後の脈管侵襲を有する IA 期の子宮頸癌に

対する骨盤リンパ節郭清術の有用性についての検討 

② 子宮体癌 

1. 子宮体癌の発生とプロラクチンに関する臨床病理学的検討 

2. 内分泌学的因子を包含した新たな子宮内膜癌の分類と新規治療戦略の確立 

3. 若年性子宮体癌症例に対する妊孕能温存治療とその限界に関する臨床研究 

4. リンパ節転移リスクを有する子宮体癌に対する傍大動脈リンパ節郭清の治療的意義に

関するランダム化第 III 相試験（JCOG1412 試験） 

5. 子宮内膜異型増殖症・子宮体癌に対するメドロキシプロゲステロンとメトホルミンの併

用妊孕性温存療法の用量反応性試験（医師主導治験） 

③ 卵巣癌 

1. 長期経過後に再発した卵巣癌の臨床病理学および分子生物学的検討 

2. プラチナ抵抗性再発卵巣癌における化学療法に関する臨床研究 

3. 卵巣癌における大網転移と予後との相関についての検討 

4. ステージング手術が行われた上皮性卵巣癌 I 期における補助化学療法の必要性に関す

るランダム化第 III 相比較試験（JGOG3020 試験） 

5. BRCA1/2 遺伝子バリアントとがん発症・臨床病理学的特徴および発症リスク因子を明ら

かにするための卵巣がん未発例を対象としたバイオバンク・コホート研究（JGOG3024 試

験） 

6. 卵巣癌における相同組換え修復異常の頻度とその臨床的意義を明らかにする前向き観

察研究（JGOG3025 試験） 

7. 上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象拡大のための非ランダム化検証的試験（JCOG1203

試験） 

8. 再発卵巣癌における新規化学療法に関する臨床研究（治験） 

④ 絨毛性疾患 

1. 熊本県における絨毛性疾患の地域登録（1974 年開始） 

 

II. 基礎研究 



A) 周産期研究室 

① ヒト初期胎盤形成メカニズムの解明 

② 間葉性異形成胎盤(PMD)の臨床的・分子遺伝学的基盤研究 

③ 分娩の記憶に基づいた子宮頸管塾化作用の解明 

④ 妊娠高血圧症候群における簡便克非侵襲的な予知マーカーの確立 

⑤ 糖尿病の影響を受けた胎児における膵臓特異的遺伝子発現に関する研究 

⑥ 減数分裂における染色体分配の制御機構の解明（臨床-基礎連携プロジェクト） 

B) 生殖内分泌研究室 

① 生殖細胞・体細胞の相互作用に関する分子生物学的解析 

② 卵巣機能不全の分子生物学的解析 

③ チョコレート嚢胞の悪性化に関する分子生物学的解析 

④ 未受精卵子凍結融解に関する基礎的研究 

⑤ 子宮内膜症の鉄・ヘモグロビン代謝におけるマクロファージの機能解析 

⑥ 子宮内膜症性嚢胞を形成する炎症環境への receptor for advanced-glycation-end-product

（RAGE）の関与についての検討 

C) 腫瘍内分泌研究室 

① 妊孕性温存が求められる AYA 世代の子宮内膜癌に対する新たな管理指針の確立 

② プロラクチンを介した子宮内膜癌発癌・増殖機構の解明 

③ Pole 遺伝子変異を有する子宮内膜癌の発癌機序に関する検討 

④ 内分泌学的因子を包含した新たな子宮内膜癌の分類の検討 

⑤ 子宮体癌に対するメドロキシプロゲステロンによる妊孕性温存療法の効果に関与する病理

組織学的所見の検討 

D) 分子腫瘍研究室 

① Visium 空間的遺伝子発現解析による卵巣癌の進展機構の解明と新規治療薬の開発 

② オミックス解析を用いた卵巣癌「プラチナ感受性・抵抗性」バイオマーカーの探索 

③ 新規分子標的治療をめざした卵巣癌幹細胞の研究 

④ Wnt/PCP の活性調節に基づいた上皮性卵巣がんの新たな治療戦略の確立（臨床-基礎連携プロ

ジェクト） 

⑤ 卵巣癌の大網転移と腫瘍微小環境に関する研究 

⑥ CSF-1 および CSF-1 受容体を介した卵巣癌の進展機構に関する研究 

E) 臨床形態研究室 

① ヒト卵巣癌細胞株に対するサイトカインによる増殖抑制効果に関する研究 

② プロゲステロンレセプター発現組織特異的 Mob1A/B ノックアウトマウスの解析 

③ 上皮性卵巣癌の治療過程におけるマクロファージ制御の有用性に関する検討 

④ 卵巣癌の発癌機序における外因性化学物質曝露の影響についての検討 
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